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一般会計歳入歳出予算の内訳

30年度当初予算

歳　入
97億　　　
 1,145万円 

町税

12億6,680万円

13.1％

繰入金（貯金の取り崩し）

8億5,525万円

8.8％

使用料など

2億3,322万円

2.4％地方交付税

（国からの補充金）

45億3,600万円

46.7％

町債（借金）

8億2,074万円

8.5％
国・県支出金

　　　（事業への補助金）

　　　14億5,165万円

　　　15.0％

その他（金利など）

5億4,779万円

5.5％

歳　出
97億　　　
 1,145万円 

     自主財源
24.3％

依
存

財
源

75.7％

必要経費90.

6％

投資的経費9.4％

魅力ある地域の形成を魅力ある地域の形成を

前年度比　3.7％減　一般会計　　　97億1,145万円
前年度比0.02％増　23特別会計　68億2,009万円

町営バス運営事業　　　3会計

国保・介護保険事業など  6会計

簡易水道事業　　 　　  7会計

下水道事業　　　 　　  3会計

みさきネット事業

その他　　　　　 　　  3会計　　　　　 　　　

23特別会計の合計

特別会計当初予算の内訳

5,810万円

44億4,279万円

7億5,525万円

7億2,791万円

7億8,017万円

5,587万円

68億2,009万円

人件費

20億3,417万円

21.0％ 補助費など（各種団体など）

13億5,069万円

11.3％

扶助費（子育て支援など）

10億3,526万円

10.7％

公債費（返済金）

13億1,528万円

13.5％

物件費

（委託料・備品など）

14億4,321万円

14.9％

特別会計繰出金  

14億5,856万円

17.6％

積立金その他 

1億5,762万円

1.6％
事業費 

9億1,666万円

9.4％
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［予算特別委員会委員長報告］

　平成３０年度美咲町当初予算案は、一般会計に９７億１,１４５万円、２３特別会計に６８億２,００９万円

を計上した。合計した予算総額は１６５億３,１５４万円となっており、前年度対比９７．７％となった。

　一見した限りにおいては、骨格予算と見まがうような消極的予算に見えるが、歳出において借金返

済のための公債費を２億７,０００万円弱減額した結果、本町では初めてとなる１００億円を下回る一般会

計予算編成となったものである。

　今回の審査では、９月定例議会の決算認定審査において提案された議会からの指摘事項が新年度

予算編成及び役場の運営にどのように反映されているのかといった点を中心に慎重な審査を行った。

　議会からの意見については、みさきネットの施設更新、業務の効率化を目指した課の再編成、水道管

漏水調査の強化、介護保険料の抑制、義務教育学校検討委員会の設置、例規の一部見直しなど予算

措置を含めて対応できるものから取り組みを進めている状況があり、おおむね評価すべきものと判断した。

　しかし、本町が直面する課題解決や将来に向けた展望などに対して委員会からの意見８０項目を集約し

たものを文書としてまとめ意見を付した上で、平成３０年度美咲町当初予算案を全会一致で承認とした。

［主要な課への予算配分］ 〈（）内の％は一般会計配分率〉

※課名は29年度のものです

平成３０年度当初予算案は　　　　 　   で可決全会一致全会一致

総務課（22.66％）

⃝一般会計　２２億１０８万円

まちづくり課（1.77％）

⃝一般会計　１億７,１７０万円

⃝特別会計　５,３４８万円

こども課（9.69％）

⃝一般会計　９億４,１５９万円

福祉事務所（8.01％）

⃝一般会計　７億７,７８３万円

⃝特別会計　１３９万円

産業建設観光課（16.67％）

⃝一般会計　１６億１,９５８万円

上下水道課（8.08％）

⃝一般会計　７億８,４７１万円

⃝特別会計　１４億８,３１１万円

情報交通課（3.10％）

⃝一般会計　３億７３万円

⃝特別会計　８億３,８２７万円

税務課（1.16％）

⃝一般会計　１億１,２８７万円

健康福祉課（13.73％）

⃝一般会計　１３億３,４０１万円

⃝特別会計　４４億４,１１７万円

住民課（5.02％）

⃝一般会計　４億８,７３８万円

⃝特別会計　２３８万円

教育総務課（6.03％）

⃝一般会計　５億８,６００万円

生涯学習課（2.48％）

⃝一般会計　２億４,０９２万円
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委 員 会 の活動

《行財政改革に関すること》

　平成１８年に策定した「美咲町行財政改革大綱」

には、新たな人事評価システムの導入・ＰＤＣＡサイ

クルを確立した行政評価システムの導入・民間活

力の導入・公共施設管理体制の見直しなどそのま

ま現在に通じる改革プランが既に１２年前に策定さ

れた計画書に示されている。

　地方交付税減額など財源の減少を見据えた上

で、行財政改革大綱の見直しを行い、町を経営す

る根幹を示し「新町建設計画」「第２次振興計画」

「公共施設等総合管理計画」など各種計画を通し

て本町の将来に向けた展望を広く町民に訴えかけ

る必要性を強く感じるものである。

《契約窓口の一元化に関すること》

　町が発注する建設工事や業務委託・役務や物品

調達は、入札についてはまちづくり課や総務課で行わ

れているが、契約業務については各担当課で行われ

ている。契約内容の透明化・業務の効率化・事務の

集約化などを考慮すれば契約窓口を一元化する事が

望ましいと考える。

　例えば入札・契約・完成検査を一つの係りで行う

ことによって公金の支出や業務の遂行にあたっては、

予算・条例・要綱等に沿った対応が確実に出来てい

るかどうかを確認できる体制の確立が期待できる。今

後、積極的な検討が必要である。

《税金など滞納整理に関すること》

　公債権・私債権の未収金をまとめて整理するこ

とを目的として徴収対策室が設置されたが、現状に

おける実態は従来どおり各課主導での滞納整理が

行われており、これでは徴収対策室の存在意義が

問われることになる。

　今後は、滞納整理の主体を徴収対策室が担い、

職員による直接訪問を行い、納付相談などを通じて

町民との信頼関係を構築する体制を確立すべきで

ある。

　役場の機構を変更する場合は、内部の体制を十

分調整・検討した後、全ての職員が課題解決に向け

て連携できる万全の体制で臨む工夫が必要である。

《事務分掌の弾力的運用に関すること》

　町が設置している各課の職員はそれぞれ専門的な知

識を習得し、事務分掌によって業務を遂行している。

　一見関係がないような健康福祉課と生涯学習課は高

齢者の生きがいづくり、情報交通課は高齢者の交通手

段、まちづくり課は地域おこしの政策でつながっている。

　全く別々の事務作業をしているようで実は同じ書類

を作っているという例があるとすれば、実務者レベルの

話し合いによって事務分掌の弾力的な運用を実行する

ことで全庁的な職務の効率化と職員間の連携、そして

個々の能力を最大限発揮できる体制づくりを具体化さ

せる必要がある。

【執行部に対して意見を付す】

　予算特別委員会からの指摘事項80項目

を取りまとめた報告書を松田委員長・松島

幸一副委員長から貝阿彌議長へ提出した。
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予算特別委員会からの報告
予算特別委員会は、新年度で執行される予算が適正なものであるかを確認するため、全ての課が所管する

予算について審議を担当しています。

委員長／松田英二　副委員長／松島幸一　ほか全議員を委員とする14人で審議しています。

《要望書への対応に関すること》

　毎年各地区から行政に対する要望書が提出され

ている。

　平成２５年度～２９年度までの５年間に５３９件の要

望書が提出されているが、１／３が実施されていな

い状況である。

　対応可能な要望であれば基金を活用してでも早

期の解決を図ることが住民との信頼関係構築にもつ

ながるものであり、特に合併特例が終了する平成３２

年度からは地方交付税が減額されることを考えれば

３０年度と３１年度を要望実行強化事業年度と位置づ

けて集中的な要望実現を図り、要望事業の実施状況

を把握できる体制の整備を強く望むものである。

《人材支援の有効活用に関すること》

　平成３０年度から地方創生人材支援制度によって

国からの人材が本町に派遣される。この人材活用

にあたっては町長が積極的に関与し、職務内容の検

討や近隣市町村の情報収集などを行い有効な人材

派遣となるよう努めなければならない。

　特に本町が進めている再生可能エネルギーやＤ

ＭＯなどの産業振興策、義務教育学校をはじめとし

た教育振興策、みさきネット更新などの生活基盤振

興策など国の政策と直結させる事業については、

重点的に対応が図れる体制をしっかり整える活動

ができるよう強力な指導力が必要である。

《大型事業への対応に関すること》

　本町で計画されている大型事業としては今のと

ころ「みさきネット更新事業」「義務教育学校創設

事業」があげられるが、これらの事業を前に進める

ためには担当課だけでなく全庁的な対応を図れる

体制を構築しなければならない。

　事業計画が決定した段階で、財源の確保、法的

手続き、用地交渉、基盤整備、入札などの発注事

務等々各課がそれぞれの立場で役割を果たせるよ

うな仕組みづくりを心がけることが重要である。

　町の重要政策に対して町の職員が「私は聞いて

いない、私は関係ない」などの言い訳は決して通

用するものではない。

《保険事業に関する報告》

　第７期介護保険事業計画の策定に伴い、平成３０

年度から３２年度までの３ヶ年の介護保険料は基準

月額７,０００円とする改定が行われ、現行の７,８００円

から幾分抑制する方針が示されました。

　また、国民健康保険は平成３０年度から岡山県と

市町村が共同保険者となって運営する広域運営に

切り替わることとなりましたが、平成３０年度の保険

税額は現状を維持する見込みであります。

【執行部に対して意見を付す】

　予算特別委員会からの報告書を基にまと

めた議会からの要望書を貝阿彌議長・松島

啓副議長から定本町長へ提出した。
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新たな消防自動車を配備

黄福タクシーをより利用しやすく

更新事業 ３ヵ年の総事業費は18億円
れ　一般会計補正予算など58件の議案が議決されました。

みさきネットの設備更新

長寿祝い金制度がスタート

　みさきネットの設備が老朽化したため、今年度

から３ヵ年計画で施設を更新する。

〔更新事業費　５億９,９５４万円〕

　敬老祝い金制度を平成２９年度で廃止し、３０

年度から長寿祝い金制度を新設する。

〔老人福祉費　９９６万円〕

　消防ポンプ車の老朽化に伴い新たな車輌を

購入し、第３分団第１部に配備する。

〔消防車輌購入費　２,０４８万円〕

　障がい者が町内の行事に参加する場合には黄

福タクシーを１００円で利用できる制度を追加する。

〔公共交通活性化費　４,１２２万円〕

主
な
条
例
改
正

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
伴
い
保
険
料
を
基

準
月
額
７
︐
０
０
０
円
に
変

更
す
る
。

課
の
再
編
成
を
実
施

　

行
政
組
織
の
効
率
化
を
進

め
る
こ
と
で
業
務
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
。

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
新
設

　

柵
原
地
域
に
新
設
し
た
廃

棄
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
一
時

保
管
所
）
の
管
理
に
つ
い
て
の

基
準
を
定
め
る
。

バ
ス
の
路
線
を
延
長

　

共
同
バ
ス
の
路
線
を
赤
磐
市

吉
井
支
所
ま
で
延
長
さ
せ
る
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置

管
理
に
関
す
る
条
例

津
山
柵
原
線
共
同
バ
ス
運
行

事
業
条
例
の
一
部
改
正

満  年  齢 支  給  額

喜寿祝い金（満７７歳） １０,０００円

米寿祝い金（満８８歳） 　３０,０００円

白寿祝い金（満９９歳） ５０,０００円

百寿祝い金（満１００歳） １００,０００円
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みさきネット更新事業 
3月1日～23日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算

錦織地区に分譲宅地を造成 大雨時の雨水排水施設を整備

　錦織地区に６区画の分譲宅地を３０年度で

造成する。

〔用地取得造成費　２,１５０万円〕

　大雨災害時の内水を排除するため、雨水排

水設備を藤原地区に配備する。

〔雨水対策事業費　７,０１０万円〕

すべての子どもの医療費で窓口負担が不要に 中学校のパソコンを買い替え

　制度の改正によ

って乳幼児から満

18歳に達する年度

までの医療費は病

院窓口の負担を不

要とする。

〔乳幼児等医療費

　６,３４９万円〕

　中学校のパソコン教室および校務用のパソコン

を一括で買い替える。

〔中学校管理費　２,８９１万円〕

3月議会
でこんなことが

決まりました

人 

事 

案 

件

　

各
種
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
人
事
案
件
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で

同
意
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

美
咲
町
原
田

　
　

池
上　

涼
子
（
新
任
）

◎
人
権
擁
護
委
員
の
任
命

　

美
咲
町
打
穴
上

　
　

小
枝　

昭
典
（
新
任
）

　

美
咲
町
東
垪
和

　
　

片
山　

一
生
（
新
任
）

　

美
咲
町
西
川

　
　

河
本　

直
子
（
新
任
）
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総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、上下水道課、産業建設観光課、政策

推進室、徴収対策室が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。

委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松島幸一、松田英二、岩野正則、松島　啓の7人

で審議しています。

　昨年の台風により柵原中学校の

通学バス路線で大規模な土砂崩れ

が発生した。総務・産業常任委員

会として現地視察を行い、既に復

旧工事に取りかかっている現場を

確認した。

委 員 会 の活動

【上下水道課】

合併処理浄化槽設置補助金
【産業建設観光課】

たまごかけごはんを世界に発信

たまごかけごはんを世界に発信

とはどういう事業をするのか。

たまごを使ったギネスに挑戦

するイベントを１０月２１日の

たまごまつりで開催予定。

問

【情報交通課】

みさきネットの施設更新

なぜみさきネットの施設更新

が必要なのか。

合併時に整備したが、施設の

老朽化が著しいため３年計画

で新システムに移行する。

問

答

答

合併処理浄化槽設置補助金は

どのようなものか。

５人、７人、１０人槽の合併処理浄

化槽設置と単独浄化槽からの転

換と撤去の場合が該当する。

問

答

【総務課】

地方創生人材支援制度による人材派遣
【まちづくり課】

地域おこし協力隊活用事業

地方創生人材支援制度とは

どんな制度か。

本町の地方創生総合戦略に

記載された施策の推進のた

め国が地方に人材を派遣す

る制度。

地域おこし協力隊の具体的な

活用内容は。

農業支援、地域ブランド開発、

林業継承、町のPRや情報発信

について活動する予定。

問 問

答 答

【産業建設観光課】

公衆用トイレと看板設置

公衆用トイレや看板をどこに

設置するのか。

県道勝央仁掘中線の百々地内

に公衆用トイレと観光用看板

を設置する。

問

答

連石地内
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【住民課】

ゴミの減量化
【健康福祉課】

第７期の介護保険料

ゴミの減量化をどう進めるのか。

コンポストは5,000円、電気

式生ゴミ処理機は3万円に補

助金の上限額を引き上げ、各

家庭の生ゴミ減量化を図る。

第７期の介護保険料は安くな

らないか。

第６期の保険料の基準額は

月額７,８００円であったが、第

７期は7,０００円に下がる。

問 問
答

答

【健康福祉課】

子ども医療費給付

子ども医療費給付条例に変わ

るとどうなるか。

対象者を満１８歳までの年度と

し、給付方法は病院窓口負担

を無くし手続きの軽減を図る。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告

民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する

予算その他の案件について審議を担当しています。

委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、林田　実、左居喜次、江原耕司、貝阿彌幸善の

7人で審議しています。

【福祉事務所】

子どもの貧困調査
【教育総務課】

加美小の劣化調査
【生涯学習課】

イベント用テント購入

子どもの貧困調査の結果は出

たのか。

４２０世帯を対象に行った。経済

的に余裕のない家庭は子ども

への影響が考えられ、町政の

支援施策が必要である。

加美小学校の劣化調査費が

減額されているのはなぜか。

競争入札により、予算より安

価で実施したため。

総合体育館臨時管理費２９万

２,０００円は何か。

イベント用のテントが不足し

ているため３張購入する。

問 問 問

答 答 答

　廃棄物の減量化及び資源化を推進し、

再資源化率を維持向上することを目的

にストックヤード（一時保管所）が建設

された。

　利用できるのは、美咲町内に在住する人

で、持ち込みができるゴミは、粗大ゴミ、

不燃ゴミ、リサイクルゴミ。

下谷地内
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◎総務・産業常任委員会

委 員 会 の  中 間 報 告

◎民生・教育常任委員会

　12月議会における当委員会審査の検証のため、3回

の委員会を開催した。

　第1回目の委員会では、12月定例会において黄福創

生拠点整備事業420万4千円については、役場新庁舎

関連の事業費として今回は使わないとの条件をつけ

て賛成した経緯がある。しかし、実際は11月時点で

測量、土地鑑定などが実施されていることが判明し

た。これは、議会軽視、町民無視の行政執行であり、

そのことを報告するチャンスはあったにもかかわら

ず、報告はなされなかった。なぜ、このことを報告し

ないのかとの質問にも、あいまいな答弁ばかりで、執

行部と議会との信頼関係は失われた。測量の契約でも随意契約をし、本町財務規則も自分たちの都合のいい

ように解釈して契約を進めており、規則違反ではないかとの意見もあった。

　第2回目の委員会では、岡部室長からの回答を検討したが、お断りだけでますます危機感を深くした。

　第3回目の委員会では、特別職懲戒処分や百条委員会設置の声もある中で、委員会として今しばらく審査

を継続することとした。

　香花温泉ほほえみの湯の運営について、１月２３日

午前９時から当委員会が開かれ、健康福祉課から、

香花温泉ほほえみの湯が12月18日から休業になっ

ていたことに対し、設備の故障について報告があり、

修理に長期間を要することや、修理費用が多額であ

ること、このほかにも老朽化しており、次々と修繕

が必要になることが説明された。

　今後の対応策として、温泉の汲み上げができない

ため、当分の間、水道水

を沸かし「公衆浴場」として対応することを承認し、2月1日から営業を再開して

いる。
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◎公民連携事業調査特別委員会

委 員 会 の  中 間 報 告

◎柵原地域学校等建設特別委員会

　昨年の12月定例議会において、公民連携によるま

ちづくりについて調査、研究を行うことを目的に、

全議員（14名）を委員とする公民連携事業調査特別

委員会が設置された。

　これまで４回の委員会が開催され、12月定例議会

に提案され否決となった公民連携事業（黄福創生拠

点整備事業・役場本庁舎を含む複合施設の建設）に

ついて、その経過などの検証を行ってきた。

　公民連携事業は今後の町を担う大きな事業であ

り、執行部と議会が一体となって取り組むことが大

切であるが、検証の過程で、否決された予算が議会

に説明がないまま執行されていたなど、議会軽視の行政運営に対し大きな疑念を抱く事象も発生している。

　そうした中で委員会では、１月23日に本事業のアドバイザーである内閣府地域活性化伝導師の岡崎

正信氏を招いて研修会を開催した。その中で岡崎氏は「一度白紙に戻し、ゼロからスタートしなければ

ならない」という意見であった。

　委員会としては３月議会での執行部の方針が示された後に再度委員会を開催する予定である。

　昨年の12月定例議会において、新たな学校形態であ

る義務教育学校制度について調査、研究を行うことを目

的に、９名の議員を委員とする柵原地域学校等建設特別

委員会を設置し、これまで３回の委員会を開催した。

　第１回目の委員会では、今後の日程と委員会で扱う議

題の方向性について検討を行い、おおむね10回程度の

委員会を開催することを決定した。

　第２回委員会では、小中一貫教育と義務教育学校制度

についての勉強会を実施し、委員会における知識の共

有を図った。

　第３回委員会では教育委員会に出席を求め、①「いじ

め、不登校、中１ギャップなどの現状」②「学力、学習意欲、生活環境などの状況」③「過去５年間と今後５年間の児

童・生徒数の推移の状況」などを確認し、児童・生徒の実態調査を行った。

　今後も学校施設の調査や総合的な教育環境についての協議、また先進施設への視察研修など、本町に適した

学校教育の研究を行い、子どもたちの健全な心身の発達に寄与するための最善の方策を探るべく、委員会を開

催する予定である。
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、

目的の事業を効率的に行う団体組織

岡
山
県
中
部

環
境
施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

12
月
21
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
28
年
度
決
算
認

定
、
施
設
組
合
職
員
給
与

条
例
の
２
議
案
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。津

山
圏
域

衛
生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

１
月
18
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
組
合
会

計
予
算
19
億
４
，
３
０
１

万
円
、
29
年
度
組
合
会
計

補
正
予
算
（
第
３
次
）
の

２
議
案
を
審
議
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

資
源
循
環
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

１
月
19
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
組
合
会

計
予
算
11
億
７
，
２
７
３

万
円
、
29
年
度
組
合
会
計

補
正
予
算
（
第
２
次
）
な

ど
４
議
案
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域
消
防
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
１
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
組
合
会

計
予
算
27
億
４
，
８
３
０

万
円
、
29
年
度
組
合
会
計

補
正
予
算
（
第
２
次
）
の

２
議
案
を
審
議
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
１
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
一
般
会

計
予
算
６
，
３
０
０
万
円
、

30
年
度
特
別
会
計
予
算
５

７
５
万
円
の
２
議
案
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

津
山
地
区

農
業
共
済
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
久

米
南
、
美
咲
町
）

　

２
月
１
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
事
業
会

計
予
算
４
億
１
，
０
２
１

万
円
、
29
年
度
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
次
）
な

ど
６
議
案
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

久
米
老
人

ホ
ー
ム
組
合
（
静
香
園
）

（
津
山
市
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
20
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
30
年
度
一
般
会

計
予
算
1
億
６
，
０
２
０

万
円
、
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
な

ど
４
議
案
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、
西
粟
倉
村
、

勝
央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
28
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
監
査
委
員
に
宮

本
氏
（
美
作
市
）
を
選
任

し
た
。
ま
た
、
30
年
度
一

般
会
計
予
算
９
，
８
０
０

万
円
な
ど
３
議
案
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

はしご車が更新されます

　４月１５日久米南町民運

動公園で久米郡消防操法

訓練大会が行われました。

応援に来ていた子どもたち

と選手で出場したお父さん

をパシャリ。（僕たちも未来

の消防団員）

～第５７回久米郡消防操法訓練大会～

表紙の紹介

※表紙の QR コードにアクセスすると、議会だよりの閲覧に加え、

ボランティアのかたに録音していただいた「声の議会だより」を

お聞きいただけます。

35ｍ級はしご車　写真提供：津山圏域消防組合
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ページ 議員名 質　問　内　容

14 延原  正憲
１．美作岡山道路の地域振興策は

２．駆除獣をジビエ利用する政策は

15 左居  喜次

１．本気で機構改革を進めようと思っているか

２．総合的なハラスメント防止の要綱・

指針の整備を

16 松島  幸一

１．通学路の危険箇所の改善を

２．自治会単位で告知放送ができないか

◇　人事評価制度は

17 岩野  正則
１．公共施設の管理徹底を

２．稼げる特産品への考えは

18 山本  宏治
１．旭総合支所の今後についての検討は

２．再度問う「町内を花いっぱいに」

19 山田  雄二
１．新庁舎白紙化の真意は

２．２６０万は違法な支出ではないか

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

20 形井  　圓

１．総務費と土木費の流用は出来るのか

２．どうなる第７期介護保険料

◇　機構改革は

21 藤井  智江

１．期間短縮を今後も続けるつもりか

２．義務教育学校建設の地元説明会を

◇　国民健康保険税の軽減策

◇　学校給食費の負担軽減

◇　介護保険料は下げられないか

22 松島  　啓

１．特別職の処分は手順が定まっているか

２．協働のまちづくり事業の方針  進め方は

◇　美咲町公共施設等総合管理計画は

23 金谷  髙子

１．地域包括ケアシステムへの取り組みは

２．就学援助を入学前にできないか

◇　高齢者を取り巻く現状

議会だよりには、2問まで掲載

しています。

掲載できなかった質問は◇で

表示しています。

町
政
を
問
う

みさき
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議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

美作岡山道路の地域振興策は

駆除獣をジビエ利用する政策は

関係機関と協議し具現化したい

前向きに検討したい

問
　

平
成
25
年
以
降
飯

岡
地
区
で
混
乱
が
続

い
て
い
た
美
作
岡
山
道
路

計
画
も
、
８
割
を
超
え
る

地
権
者
の
同
意
を
得
て
、

よ
う
や
く
測
量
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、

地
元
の
町
と
し
て
の
対
応

策
を
問
う
。

①
柵
原
イ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
地
域
振
興
策
の
進
め

方
。

②
内
水
対
策
と
飯
岡
滝
谷

池
堤
体
の
全
面
改
修
へ
の

早
期
対
応
策
。

③
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど

町
の
組
織
体
制
は
。

答
前
田
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
通
じ
て
県
・
町
・
地
域

の
皆
様
と
道
路
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
振
興
策
を
具
現
化
し
た

い
。

②
ど
ち
ら
も
住
民
の
生
命
・

財
産
に
直
結
す
る
重
大
な

事
業
と
認
識
し
て
い
る
。　

　

道
路
計
画
が
煮
詰
ま
り
、

受
益
地
の
確
定
や
区
域
の

確
定
が
で
き
た
ら
、
速
や

か
に
事
業
着
手
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
。

答
定
本
町
長

③
こ
の
道
路
は
町
に

と
っ
て
も
重
要
な
道
路
で

あ
る
。　

　

道
路
建
設
が
本
格
化
し

て
い
く
中
で
専
門
の
職
員

を
配
置
し
た
い
。

問
　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

の
駆
除
数
が
１
０
０

０
頭
を
超
え
る
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

侵
入
防
止
か
ら
個
体
数
を

減
ら
す
駆
除
対
策
を
推
進

し
た
い
と
の
こ
と
。
具
体

的
推
進
策
を
確
認
す
る
。

①
駆
除
獣
の
廃
棄
処
分
か

ら
ジ
ビ
エ
料
理
の
食
肉
処

理
へ
の
対
応
方
針
は
。

②
市
販
の
移
動
式
解
体
処

理
車
（
ジ
ビ
エ
カ
ー
）
の

購
入
補
助
は
。

③
捕
獲
用
の
箱
ワ
ナ
の
追

加
購
入
は
。

答
定
本
町
長

①
食
肉
処
理
に
は
衛

生
管
理
や
販
路
な
ど
課
題

が
あ
る
が
、
民
間
の
事
業

主
体
が
あ
れ
ば
協
力
し
た

い
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

②
国
の
ジ
ビ
エ
倍
増
モ
デ
ル

整
備
事
業
が
あ
る
。
安
全

で
良
質
な
ジ
ビ
エ
の
提
供
を

実
現
す
る
た
め
、
捕
獲
か

ら
搬
送
、
処
理
、
加
工
が
し

っ
か
り
と
つ
な
が
っ
た
モ
デ
ル

地
区
に
対
し
て
の
補
助
事

業
で
あ
る
。

　

現
在
中
国
四
国
農
政
局

に
事
業
内
容
の
確
認
中
で

あ
り
、
運
営
の
協
力
団
体

を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

③
農
業
共
済
事
務
組
合
か

ら
の
補
助
で
29
年
度
も
15

基
の
捕
獲
檻
を
購
入
し
貸

与
の
予
定
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

③
箱
ワ
ナ
の
追
加
購

入
に
つ
い
て
は
、
調
査
し

て
対
応
し
た
い
。

延原正憲 議員

ようやく始まった測量

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

望まれるジビエカー
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左居喜次 議員

本気で機構改革を進めようと思っているか

総
合
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

　
　
　
　
　

要
綱
・
指
針
の
整
備
を

検
討
し
実
現
に
向
け
て
動
き
た
い

機構改革は我々の大きな役目だ

問
　

新
年
度
に
向
け
て
、

機
構
改
革
と
働
き
方

へ
の
見
解
を
問
う
。

①
現
在
の
組
織
機
構
に
お

け
る
問
題
点
、
ま
た
、
そ

の
解
決
策
を
示
せ
。

②
徴
収
対
策
室
と
政
策
推

進
室
の
実
績
と
、
今
後
の

運
用
方
法
は
。

③
職
員
の
残
業
時
間
と
休

日
出
勤
に
つ
い
て
所
見
を

問
う
。

答
桑
元
総
務
課
長

①
組
織
と
し
て
あ
ま

り
に
も
肥
大
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
再
編
し
対
応

し
て
い
く
。

③
職
員
の
勤
務
時
間
と
休

暇
は
、非
常
に
重
要
な
事
項

で
あ
る
。
職
場
と
家
庭
の
両

立
を
後
押
し
す
る
と
い
う

責
務
を
重
要
視
し
て
い
る
。

答
岡
部
副
町
長

②
徴
収
対
策
室
で
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
各
課
と
の

役
割
分
担
な
ど
の
環
境
整

備
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
は
、

悪
質
な
滞
納
が
な
く
な
る
よ

う
に
、
処
理
を
行
い
た
い
。

　

政
策
推
進
室
で
は
、
公

民
連
携
基
本
計
画
の
素
案

の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
３
月
で
室
は
廃
止
に

な
る
が
、
有
効
な
公
民
連

携
の
手
法
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

問

 
 

本
気
で
機
構
改
革

を
進
め
よ
う
と
思
っ

て
い
る
か
。

答
定
本
町
長

　

当
然
だ
。
変
わ
っ

て
い
く
時
代
の
中
で
機
構

を
変
え
て
い
く
こ
と
は
、

我
々
の
大
き
な
役
目
だ
。

問
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
て
行
く
う
え

で
、
役
場
で
の
職
場
環
境

の
充
実
が
重
要
な
も
の
と

考
え
る
。

　

な
か
で
も
、
人
間
関
係

が
職
務
に
与
え
る
影
響
は

大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

①
今
日
ま
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
相
談
は
、
ど
う

い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
。

②
職
場
環
境
を
良
好
な
も

の
に
す
る
う
え
で
、
い
か
な

る
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

①
相
談
に
つ
い
て
は
、

年
に
数
回
受
け
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ま
で
に
は
な
ら
な
い
が
、
悩

み
事
相
談
に
該
当
す
る
と

考
え
て
い
る
。

②
１
年
に
１
回
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て

お
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
相

談
に
も
乗
る
。

　

さ
ら
に
、
ド
ク
タ
ー
と

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
時

間
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　

美
咲
町
で
は
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
対
す
る
要
綱
、
指

針
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す

る
も
の
は
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
際
、
総
合
的
な

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向

け
て
の
要
綱
、
指
針
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

セ
ク
ハ
ラ
だ
け
で

は
な
く
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

全
体
に
つ
い
て
の
指
針
に

つ
い
て
検
討
し
、
実
現
に

向
け
て
動
き
た
い
。ダメですハラスメント

町民にわかりやすい役場へ

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

質問

答弁

答弁
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通学路の危険箇所の改善を

自治会単位で告知放送ができないか

関係機関で連携し
　　　早期の対策に取り組む

すぐ検討に入り方向性を決めたい

問
　

多
く
の
場
所
で
登

下
校
中
の
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
本
町
で
も

通
学
路
の
安
全
性
に
対
す

る
指
摘
が
度
々
行
わ
れ
て

い
る
。

　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の

点
検
や
改
善
、
安
全
確
保

に
向
け
た
対
策
を
問
う
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

本
年
１
月
の
赤
磐

市
で
の
事
故
を
受
け
、
教

育
長
か
ら
通
学
路
の
点
検

と
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

に
つ
い
て
指
示
が
出
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
か
ら
の
要
望
書
を
も
と

に
順
次
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

関
係
機
関
で
連
携
し
早

期
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

県
道
久
米
中
央
線
の
歩

道
設
置
に
つ
い
て
は
第
一
回

の
説
明
会
を
開
催
し
た
。
早

期
の
工
事
着
工
に
向
け
て
引

き
続
き
県
に
要
望
を
行
う
。

　

江
与
味
交
差
点
の
信
号

機
に
つ
い
て
は
、
区
画
線

の
引
き
替
え
で
対
応
す
る

予
定
で
あ
り
、
県
と
県
警

が
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

校
長
会
な
ど
で
通

学
路
の
危
険
箇
所
や
不
審

者
へ
の
対
応
も
含
め
注
意

喚
起
を
図
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
に
は
家
庭
や
地
域
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、よ

り
安
全
な
登
下
校
に
向
け

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
　

み
さ
き
ネ
ッ
ト
事

業
で
の
設
備
更
新
計

画
に
お
い
て
、
告
知
放
送

シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
町
内
全
域
に
放

送
が
流
れ
て
い
る
が
、
旧

町
単
位
や
自
治
会
単
位
な

ど
、
よ
り
狭
い
範
囲
で
放

送
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
で
き
な
い
か
。

　

そ
れ
に
よ
り
局
地
的
災

害
へ
の
対
応
や
地
区
行
事

の
案
内
な
ど
が
早
く
円
滑

に
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
長

　

現
在
の
シ
ス
テ
ム

で
は
旧
町
や
自
治
会
単
位

で
の
放
送
を
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

し
か
し
防
災
や
防
犯
の

観
点
、
ま
た
地
域
内
行
事

で
の
連
絡
に
告
知
放
送
が

使
え
れ
ば
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
今
以
上
に
町

民
に
と
っ
て
役
立
つ
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

す
ぐ
に
検
討
に
入
り
方

向
性
を
決
め
、
議
会
や
自

治
会
長
に
説
明
し
、
意
見

や
要
望
を
聞
い
た
上
で
最

終
的
な
決
定
を
行
い
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

防
災
の
観
点
か
ら

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

う
が
、
機
器
の
複
雑
化
な

ど
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は

細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

答
定
本
町
長

　

地
域
ご
と
に
放
送

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

松島幸一 議員

気をつけて行ってらっしゃい

地域づくりに役立つものに

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁
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岩野正則 議員

公共施設の管理徹底を

稼
げ
る
特
産
品
へ
の
考
え
は

商
品
開
発
の
推
進
と
販
路
開
拓

優先順位を決めて管理していく

問
　

公
共
施
設
の
管
理

徹
底
、
各
施
設
の
利

用
計
画
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

て
い
る
か
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

　

中
央
総
合
体
育
館

２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

器
具
は
昨
年
業
者
に
よ
る

安
全
点
検
を
実
施
し
た
。

　

施
設
と
同
様
に
設
備
や

器
具
も
老
朽
化
し
、
筋
力

ア
ッ
プ
マ
シ
ン
と
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
が
故
障
し
て
い
る
。

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
１
台
当
た

り
の
更
新
費
用
は
約
１
０

０
万
円
と
高
価
な
も
の

だ
。
そ
の
た
め
優
先
順
位

を
つ
け
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
年
次
計
画
で
更

新
を
進
め
る
な
ど
、
順
次

予
算
要
求
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

各
施
設
の
利
用
計
画
の

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
限

ら
れ
た
予
算
で
施
設
整
備

を
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
、
今
後
の
施
設

利
用
の
方
向
性
を
見
出
す

必
要
が
あ
る
。

問

 
 

運
営
が
困
難
な
こ

と
は
わ
か
る
が
、
施

設
の
安
全
管
理
、
更
新
計

画
の
策
定
を
早
急
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

合
併
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
た
く
さ
ん
の

施
設
が
あ
る
。
優
先
的
に

利
用
度
が
高
い
も
の
を
選

別
し
て
、
財
政
的
に
許
せ

る
範
囲
内
で
更
新
し
て
い

く
。

問
①
美
咲
町
の
商
品
を

稼
げ
る
特
産
品
に
す

る
考
え
は
。

②
地
産
地
消
と
し
て
学
校

給
食
な
ど
の
食
材
に
町
特

産
品
の
利
用
促
進
と
、
使

用
量
、
使
用
率
を
増
や
し

て
い
く
取
り
組
み
は
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

①
平
成
26
年
度
か
ら
美
咲

町
６
次
産
業
化
導
入
事
業

を
実
施
、
応
募
に
よ
り
提

案
を
受
け
、
審
査
、
承
認

を
し
、
活
動
経
費
に
対
し
て

の
委
託
費
と
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
平
成
26
年
度

４
件
、
27
年
度
５
件
、
28

年
度
２
件
、
29
年
度
１
件

を
承
認
し
、
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
後
も
募
集
し
、
商
品

開
発
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
販
路
開
拓
に
つ

い
て
は
生
産
者
に
も
努
力

し
て
い
た
だ
き
、
担
当
課

と
し
て
も
、
美
作
広
域
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
や
津
山

農
協
な
ど
と
販
路
開
拓
が

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

②
米
は
美
咲
町
産
を

津
山
農
協
か
ら
、
米
粉
パ

ン
は
パ
ン
工
房
や
ま
て
、

学
校
の
パ
ン
屋
さ
ん
、
野

菜
は
物
産
セ
ン
タ
ー
、
み

ち
停
あ
さ
ひ
、
や
さ
い
畑
、

地
元
の
生
産
者
か
ら
、
果

物
は
旬
の
時
期
に
ピ
オ
ー

ネ
、
梨
な
ど
地
元
産
を
使

用
し
て
い
る
。
今
後
も
使

用
量
、
使
用
率
の
増
加
に

努
め
る
。

地元食材を使った学校給食

施設の安全管理を

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

質問

答弁

答弁
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議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

旭総合支所の今後についての検討は

再度問う「町内を花いっぱいに」

早急に考え的確に判断したい

徐々にではあるが進んでいる

問
　

旭
総
合
支
所
庁
舎

は
、
昭
和
53
年
の
竣

工
よ
り
40
年
が
経
過
し
耐

震
補
強
も
な
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
公
共
施
設
の

在
り
方
を
踏
ま
え
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。　

　

１
階
に
は
津
山
農
協
旭

支
所
も
入
所
し
て
お
り
、

有
事
の
際
に
は
不
安
が
増

す
状
況
に
あ
る
。
庁
舎
建

設
、
改
築
の
検
討
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
矢
木
旭
総
合
支
所
長

　

合
併
後
庁
舎
の
２

階
部
分
が
事
務
ス
ペ
ー
ス
、

３
階
は
物
置
、
４
階
は
一

部
が
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
、
合
わ
せ
て

消
防
の
無
線
基
地
局
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

老
朽
化
に
対
す
る
改
築

や
更
新
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
耐
震
対
策
に

つ
い
て
は
早
期
に
実
施
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
庁
舎
周
辺
は
公

共
施
設
が
集
中
し
て
お

り
、
町
民
の
方
が
利
用
し

や
す
い
環
境
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

周
辺
施
設
の
事
を

考
え
る
と
、
場
所
を
変
え

る
と
い
う
事
に
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

　

旭
に
と
っ
て
は
本
当
に

重
要
な
庁
舎
だ
。
耐
震
、
新

築
を
含
め
、
農
協
の
こ
と

も
あ
り
、
早
急
に
考
え
、

的
確
に
判
断
し
て
い
き
た

い
。

問
　

再
度
問
う
が
「
美

咲
町
は
町
内
全
域
が

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
だ
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
取
り

組
み
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

町
花
は
サ
ツ
キ
と
菊
で

あ
り
、
町
花
の
会
の
人
が
毎

年
菊
花
展
を
開
き
、
中
央
中

学
生
に
も
指
導
し
て
い
る
。

　

そ
の
町
花
の
会
の
人
も

高
齢
化
に
よ
り
展
示
施
設

な
ど
の
設
置
が
大
変
に
な

っ
て
き
た
。
職
員
で
手
伝

い
な
ど
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

町
内
各
地
の
花
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
道
路

や
施
設
周
辺
な
ど
で
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

徐
々
に
で
は
あ
る
が
進

ん
で
き
て
い
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

町
花
の
会
の
人
に

は
、
中
央
中
学
校
や
保
育

園
へ
出
か
け
て
行
っ
て
、

菊
づ
く
り
の
指
導
な
ど
も

し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、

菊
づ
く
り
を
通
し
て
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
で
き
る
範
囲

で
、
準
備
、
後
片
付
け
な

ど
に
で
き
る
だ
け
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
。

問
　

卒
業
祝
い
、
入
学

祝
と
し
て
桜
の
苗
木

を
贈
っ
た
り
、
菊
づ
く
り

を
町
内
全
域
へ
普
及
し
た

り
し
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

一
度
に
大
々
的
に

花
い
っ
ぱ
い
に
と
い
う
よ

り
、
徐
々
に
花
を
植
え
て

い
く
と
い
っ
た
形
が
良
い

と
思
っ
て
い
る
。

山本宏治 議員

急がれる庁舎整備

（旭総合支所庁舎）

花が咲き  まちがにぎわう美咲町

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁
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議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

山田雄二 議員

新庁舎白紙化の真意は

２
６
０
万
は
違
法
な

　
　
　
　

支
出
で
は
な
い
か

説
明
不
足
だ
が

　
　
　
違
法
で
は
な
い

同意を得て始めたい

問
　

公
民
連
携
事
業
に

係
っ
て
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

①
公
民
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
あ
る
岡
崎
氏
と
の
契

約
は
、
更
新
す
る
こ
と
な
く

終
了
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
新
庁
舎
を
含
む
複
合
施

設
の
建
設
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
政
策
推
進
室

は
廃
止
す
る
の
が
筋
で
は

な
い
か
。

③
一
旦
白
紙
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
や
る

の
か
、
や
ら
な
い
の
か
。

④
「
こ
の
ま
ま
何
も
し
な

か
っ
た
ら
、
じ
り
貧
に
な

る
」
と
の
町
長
発
言
の
真

意
は
。

答
定
本
町
長

①
公
民
連
携
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
の
契
約
は
来
年

度
更
新
の
予
定
は
な
い
。

②
政
策
推
進
室
は
、
ま
ち

づ
く
り
課
の
中
に
入
れ
、
廃

止
す
る
。

③
一
旦
白
紙
に
戻
す
と
は

そ
こ
で
小
休
止
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
住
民
の

同
意
を
得
、
議
会
の
同
意

を
得
ら
れ
れ
ば
ま
た
始
め

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
町
長
に
な
っ
た
当
初
、

財
政
指
数
が
か
な
り
悪
化

し
て
い
た
。
財
政
事
情
が

調
わ
な
い
う
ち
に
事
業
を

始
め
る
の
は
無
謀
で
あ
り
、

あ
る
程
度
財
政
的
な
余
裕

が
で
き
た
時
点
で
進
め
よ

う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、

今
ま
で
こ
う
い
う
状
態
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う

い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
は

始
め
な
か
っ
た
。

問
　

昨
年
の
12
月
に
提

案
さ
れ
た
新
庁
舎
建

設
の
議
案
は
本
会
議
で
否

決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
執
行
部
は
新
庁
舎
建

設
を
推
進
す
る
姿
勢
を
見

せ
た
。
町
長
の
政
治
責
任

を
問
う
。

①
測
量
や
土
地
鑑
定
が
既

に
執
行
さ
れ
て
お
り
２
６

０
万
円
が
支
出
さ
れ
て
い

る
が
違
法
で
は
な
い
か
。

②
副
町
長
は
臨
時
議
会
で

予
算
執
行
に
関
し
「
議
会

の
理
解
を
得
て
か
ら
実
施

す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
い
ま
だ
に
撤
回
も

取
り
消
し
も
な
さ
れ
て
い

な
い
。
議
会
で
の
答
弁
を

信
用
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
議
会
制
度
そ
の
も
の

へ
の
不
信
感
に
つ
な
が
る
。

　

誰
が
ど
う
や
っ
て
信
頼

を
回
復
す
る
の
か
。
政
治

責
任
が
問
わ
れ
る
問
題

だ
。
責
任
は
誰
が
と
る
の

か
。

答
定
本
町
長

①
違
法
で
は
な
い
。

私
の
裁
量
権
で
許
可
を
し

て
い
る
。
説
明
不
足
の
ま

ま
予
算
を
執
行
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
後
し
っ

か
り
情
報
交
換
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。

　

確
か
に
か
な
り
前
に
予

算
執
行
し
て
い
る
が
、
議

会
の
承
認
が
な
い
と
過
疎

債
が
使
え
な
い
の
で
上
程

し
た
ら
否
決
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

②
責
任
が
あ
っ
た
ら
そ
の

時
点
で
責
任
を
と
る
。

　

私
は
責
任
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

中央総合体育館

明徳武道館

保健センター

物産センター

国道53号至岡山 至津山

測量したところ

採決以前に測量された土地

庁舎移転  一旦白紙

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

質問

答弁

答弁
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議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

総務費と土木費の流用は出来るのか

どうなる第７期介護保険料

本来流用は出来ない

基準月額７,０００円でお願いしたい

問
　

昨
年
12
月
議
会
で
、

本
庁
舎
な
ど
の
建
設

関
係
の
予
算
が
否
決
さ
れ

た
。　

　

地
形
測
量
実
施
の
有
無

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、

岡
部
副
町
長
は
「
測
量
は

議
員
の
理
解
を
得
て
か
ら

実
施
す
る
」
つ
ま
り
測
量

は
し
て
い
な
い
と
の
答
弁

を
し
た
。

　

し
か
し
、
既
に
実
施
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

の
質
問
で
は
「
砂
利
が
道

路
に
出
た
り
、
車
が
擦
っ

た
り
す
る
。
道
路
改
良
の

要
望
を
担
当
者
か
ら
聞
い

て
い
た
」「
道
路
改
良
の
た

め
に
実
施
し
た
」
と
答
弁

さ
れ
た
。

　

要
望
書
は
誰
か
ら
出
て

い
た
の
か
。
ま
た
、
道
路

改
良
の
測
量
委
託
の
名
称

が
「
公
民
連
携
ま
ち
づ
く

り
に
伴
う
地
形
測
量
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
測
量

は
庁
舎
建
設
等
用
地
の
測

量
で
あ
り
、
総
務
費
と
土

木
費
の
流
用
が
出
来
る
の

か
。

答
岡
部
副
町
長

　

12
月
答
弁
は
間
違

っ
た
答
弁
だ
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
処
分
は
決
ま

り
次
第
報
告
す
る
。

　

道
路
改
良
の
話
は
生
涯

学
習
課
か
ら
聞
き
、
建
設

関
係
の
予
算
で
実
施
し
た
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

要
望
書
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

本
来
款
項
は
議
会

で
議
決
を
い
た
だ
く
予
算

で
あ
る
。
流
用
で
は
な
く
、

他
の
手
法
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問
　

第
７
期
（
平
成
30

年
度
か
ら
32
年
度
）

の
介
護
保
険
料
は
ど
う
な

る
の
か
。

　

町
民
も
心
配
し
て
い
る
。

本
会
議
の
場
に
お
い
て
報

告
を
求
め
る
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

今
年
度
、
美
咲
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
年
度
に
当
た
っ
て

お
り
、
３
回
に
わ
た
っ
て

策
定
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
準
月
額

が
現
在
７
，
８
０
０
円
だ

が
、
第
７
期
に
つ
い
て
は

７
，
０
０
０
円
と
い
う
こ

と
で
策
定
委
員
会
に
お
い

て
承
認
を
い
た
だ
き
、
２

月
に
町
長
に
答
申
を
し
た
。

　

今
議
会
に
も
条
例
改
正

を
提
出
し
て
い
る
が
、
第

７
期
に
つ
い
て
は
基
準
月

額
７
，
０
０
０
円
で
お
願

い
し
た
い
。

形井　圓 議員

移転（新築）が必要か

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁

65歳以上の人の介護保険料（新旧対照）

基準額＝７,０００円（月額）／８４,０００円（年額）

所得段階
平成30年度～
32年度（年額）

平成27年度～
29年度（年額）

第１段階 ３７,８００円   ４２,１２０円

第２段階 ６３,０００円   ７０,２００円

第３段階 ６３,０００円   ７０,２００円

第４段階 ７５,６００円   ８４,２４０円

第５段階 ８４,０００円   ９３,６００円

第６段階 １００,８００円 １１２,３２０円

第７段階 １０９,２００円 １２１,６８０円

第８段階 １２６,０００円 １４０,４００円

第９段階 １４２,８００円 １５９,１２０円
下がります介護保険料
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後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

藤井智江 議員

期間短縮を今後も続けるつもりか

義
務
教
育
学
校
建
設
の

　
　
　
　
　

地
元
説
明
会
を

具
体
的
な
方
向
づ
け
が

　
　
　
　
で
き
た
段
階
で
開
催

より良い環境で
　　　投票が出来るよう尽力

問
　

柵
原
地
域
と
旭
地

域
の
期
日
前
投
票
期

間
が
短
縮
さ
れ
、
昨
年
12

月
議
会
で
同
僚
議
員
の
質

問
に
「
こ
の
ま
ま
一
巡
す

る
」
と
答
え
た
が
「
一
巡
」

と
は
何
か
。
今
後
も
続
け

る
つ
も
り
か
。

　

近
隣
の
市
町
村
名
を
あ

げ
同
じ
よ
う
に
短
縮
し
て

い
る
と
、
正
当
化
し
て
い

る
が
、
参
考
に
は
な
っ
て

も
本
町
は
本
町
で
確
た
る

姿
勢
で
臨
む
べ
き
だ
。

答
山
下
選
挙
管
理
委
員
長

　

総
合
的
に
考
え
て
、

期
日
前
投
票
の
短
縮
を
一

定
期
間
続
け
て
い
く
と
い

う
方
針
を
決
め
て
い
る
。

　

そ
の
期
間
の
中
に
お
い

て
も
、
そ
の
都
度
検
討
を

し
、
よ
り
良
い
環
境
で
投

票
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力

し
た
い
。

問
　

３
つ
の
町
が
合
併

し
、
投
票
所
の
数
が

減
り
、
車
の
な
い
家
庭
に

と
っ
て
投
票
所
に
行
く
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

希
望
さ
れ
る
人
が
気
遣

い
な
く
投
票
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
65
才

以
上
の
人
や
障
が
い
の
あ

る
人
た
ち
が
、
黄
福
タ
ク

シ
ー
を
無
料
で
使
え
な
い

か
。答

山
下
選
挙
管
理
委
員
長

　

黄
福
タ
ク
シ
ー
の

利
用
、
期
日
前
投
票
期
間

の
短
縮
日
数
、
期
日
前
投

票
の
移
動
投
票
に
つ
い
て

も
、
委
員
会
と
し
て
今
後

検
討
す
る
こ
と
を
話
し
合

っ
て
い
る
。
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　

17
人
で
柵
原
地
域

学
校
建
設
検
討
委
員

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
29
年

３
月
に
義
務
教
育
学
校
が

望
ま
し
い
と
の
答
申
が
出

さ
れ
た
。
答
申
を
受
け
、
町

長
が
義
務
教
育
学
校
建
設

を
決
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
大
き
な
、
重
要

な
問
題
を
な
ぜ
住
民
へ
の

説
明
会
を
一
度
も
開
く
こ

と
な
く
進
め
て
い
く
の
か
。

　

町
民
の
中
で
、
普
通
の

学
校
、
小
中
一
貫
校
、
義

務
教
育
学
校
の
違
い
を
ど

れ
だ
け
の
人
が
理
解
さ
れ

て
い
る
か
。　
　

　

学
校
の
建
て
か
え
問
題

さ
え
全
く
知
ら
な
い
人
も

多
い
。
住
民
軽
視
で
は
な

い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

約
１
年
か
け
て
検

討
し
た
結
果
、
柵
原
地
域

の
学
校
建
設
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
小
中
一

貫
教
育
を
推
進
す
る
義
務

教
育
学
校
の
創
設
が
望
ま

し
い
と
い
う
方
向
性
を
示

し
た
が
、
こ
れ
は
今
後
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

上
で
議
論
の
余
地
を
十
分

に
残
し
た
下
地
の
よ
う
な

も
の
だ
。

　

住
民
説
明
会
は
、
義
務

教
育
学
校
に
つ
い
て
形
態

や
設
置
場
所
な
ど
、
あ
る

程
度
の
具
体
的
な
方
向
づ

け
が
で
き
た
段
階
で
自
治

会
長
の
協
力
を
得
て
開
催

し
た
い
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
、

教
職
員
の
意
向
を
可
能
な

限
り
反
映
し
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
。

急げ  町民への説明会

誰もが投票しやすく

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

質問

答弁

答弁
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議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

特別職の処分は手順が定まっているか

協働のまちづくり事業の方針　進め方は

要綱に基づき懲戒審査委員会を開く

地域に出向いて意見交換したい

問
①
12
月
議
会
中
に
副

町
長
が
、
虚
偽
の
答

弁
を
行
う
な
ど
、
公
民
連

携
事
業
に
お
い
て
、
町
民
、

議
会
を
欺
く
事
案
が
発
生

し
た
。
そ
の
件
を
30
年
２

月
に
町
長
の
判
断
で
、
減

給
処
分
が
提
案
さ
れ
た
。

　

特
別
職
の
処
分
は
、
手

順
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

②
公
民
連
携
事
業
に
対
す

る
町
長
の
想
い
、
理
念
が

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

③
過
去
２
回
行
っ
た
行
政

懇
談
会
を
制
度
化
し
、
毎

年
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
町
長
が
招
集
す
る
総
合

教
育
会
議
は
開
催
し
た
か
。

答
定
本
町
長

①
特
別
職
の
処
分
は
、

規
則
の
中
で
、
懲
戒
審
査

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
近
々
、

開
催
し
た
い
。

②
複
合
施
設
建
設
は
、
少

子
化
が
進
む
中
、
人
が
集

ま
り
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

る
場
と
し
て
、
町
の
課
題

解
決
の
仕
掛
け
に
な
る
と

考
え
て
い
た
。
合
併
特
例

債
の
期
限
が
迫
り
、
事
業

執
行
が
勇
み
足
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
地
域
の
課
題

を
聞
き
な
が
ら
、
行
政
運

営
に
努
め
た
い
。

③
出
前
講
座
を
行
い
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

④
会
議
は
、
町
長
と

教
育
委
員
会
が
教
育
施
策

の
方
向
性
を
共
有
す
る
意

義
が
あ
り
、
本
年
は
１
回
開

い
た
。
公
開
は
検
討
す
る
。

問
　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
は
、
交
付
金

事
業
な
ど
を
３
年
ご
と
に

見
直
し
て
い
る
。
30
年
度

か
ら
の
３
年
間
は
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む

の
か
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
研

修
会
の
参
加
に
地
域
差
が

あ
る
が
、
日
時
、
場
所
の

設
定
に
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

交
付
金
の
算
定
基

準
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

食
糧
費
、
報
償
費
の
制
限

が
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
意
見
が
多
く
、

30
年
度
か
ら
は
、
常
識
的

な
範
囲
内
で
、
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
す
る
。
提
案

型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
例

年
通
り
募
集
し
た
い
。

　

ま
た
、
活
動
を
振
り
返

り
、
良
か
っ
た
点
、
課
題

点
な
ど
を
評
価
シ
ー
ト
と

し
て
、
実
績
報
告
と
共
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
で
の
話
し
合
い
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

研
修
会
の
日
時
、
場
所

設
定
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
、
地

域
に
積
極
的
に
出
向
い
て

意
見
交
換
な
ど
行
い
た
い
。

答
定
本
町
長

　

各
自
治
会
か
ら
行

政
に
対
す
る
要
望
で
、
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

も
各
地
域
で
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

松島　啓 議員

にぎわいのあるまちづくり

（さくらまつり）

ワークショップで地域活性化

町
政
を
問
う

一
般
質
問

質問

答弁

質問

答弁
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

金谷髙子 議員

地域包括ケアシステムへの取り組みは

就
学
援
助
を

　
　

入
学
前
に
で
き
な
い
か

㉛
年
度
入
学
者
か
ら

　
　
　
　
　
実
施
し
た
い

高齢者に特化せず支え合う

問
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
、
住
ま
い
、

医
療
・
介
護
、
予
防
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
受
け

ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

①
本
町
と
し
て
の
取
り
組

み
は
。

②
住
民
へ
の
啓
発
活
動
は
。

③
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

の
人
数
と
活
動
は
。

④
「
通
い
の
場
」
に
専
門
職

の
派
遣
は
で
き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

①
本
町
で
は
、
高
齢

者
に
特
化
せ
ず
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
気
に
な

る
人
、
気
に
か
け
て
い
る

人
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

困
り
事
や
地
域
の
課
題
を

解
決
し
て
支
え
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

②
自
治
会
内
の
各
役
職
の

人
が
集
ま
る
小
地
域
ケ
ア

会
議
の
中
で
、
町
と
し
て

も
参
画
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

③
現
在
の
登
録
者
は
中
央

地
域
81
人
、
旭
地
域
51
人
、

柵
原
地
域
64
人
の
１
９
６

人
と
な
っ
て
お
り
、
庭
の

草
取
り
、
ペ
ッ
ト
の
世
話
、

掃
除
洗
濯
な
ど
、
身
体
に

触
れ
た
り
は
で
き
な
い
が
、

簡
単
な
困
り
事
の
解
消
の

た
め
に
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

答
定
本
町
長

④
多
種
多
様
化
す
る

福
祉
の
現
場
に
お
い
て
、

理
学
療
法
士
は
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。

問
　

国
の
補
助
金
交
付

要
綱
の
改
正
が
行
わ

れ
、
今
春
か
ら
要
保
護
者
、

準
要
保
護
者
に
入
学
前
の

支
給
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
自
治
体
に
よ
っ

て
異
な
る
。

　

困
窮
す
る
家
庭
に
と
っ

て
は
、
一
時
的
で
も
多
額

の
お
金
を
用
意
す
る
こ
と

は
大
変
だ
。
子
育
て
に
優

し
い
美
咲
町
と
し
て
の
考

え
は
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

本
町
は
新
入
学
用

品
費
は
就
学
援
助
の
認
定

を
６
月
に
行
い
、
１
学
期

末
に
支
給
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
就
学
援
助
認
定

者
の
入
学
前
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
転
居
な
ど
に
よ
る

支
給
漏
れ
や
市
町
村
間
で

の
二
重
支
給
の
お
そ
れ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

の
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

一
部
の
市
町
村
で
は
導

入
が
始
ま
っ
て
お
り
、
市

町
村
間
で
の
情
報
共
有
、

連
携
を
図
り
、
前
向
き
に

か
つ
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
　

い
ろ
い
ろ
な
状
況

が
あ
る
と
思
う
が
、

困
窮
し
て
い
る
人
、
厳
し

い
経
済
状
況
の
人
の
た
め

に
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な

手
続
き
が
あ
ろ
う
と
も
、

子
育
て
に
優
し
い
美
咲
町

と
し
て
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
。

答
定
本
町
長

　

支
給
漏
れ
や
、
二

重
支
給
な
ど
は
ク
リ
ア
で

き
る
話
で
あ
る
。
31
年
度

入
学
者
か
ら
支
給
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ドキドキ・ワクワク入学式

地域のつながりが大切

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

　　〈地域包括ケア研究会〉
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木
々
も
す
っ
か

り
芽
吹
き
、
若
葉

が
茂
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
の
様
子
を
ま
と

め
た
議
会
だ
よ
り
52

号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
の
中
心
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
当
初
予
算

で
す
。
歳
入
の
76
パ
ー
セ
ン
ト

が
依
存
財
源
で
、
自
主
財
源

は
24
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
状

態
で
す
。
ま
た
、
歳
出
を
見

る
と
、
必
要
経
費
が
90

パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
美
咲
町
が

創
意
工
夫
し
て
実
施
で
き
る

事
業
費
は
わ
ず
か
10
パ
ー
セ
ン

ト
弱
で
す
。
私
た
ち
の
大
切

な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
し
っ
か
り
見
て
い

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

議
会
だ
よ
り
も
で
き
る
だ

け
読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り

を
心
掛
け
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
か
ら
の
感
想
な
ど
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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町民の皆さんこんにちは

サークル紹介

第29回

心
を声
に込め

て

　平成２９年２月頃から活動し、早くも1年経ち

ました。

●いつ頃から活動していますか●
・声を出すことへの意識が変わり、いろいろな

気づきがある☆

・自分やメンバーの新しい声の発見があった

り、言葉ひとつひとつを丁寧に感じること☆

・スタジオでの収録は初めてでアナウンサーに

なった気分☆

●楽しいことは何ですか●

　・毎月発行される広報みさきの一部を音読

　・年４回発行される議会だよりの音読

　・月１回の発声練習や振り返りのために集まる

●どんな活動をしていますか●

　実際にＣＤを届けている人たちと直に会って交

流したい。

●これからの活動は●

　30～60代の女性１３人で楽しくやっています。

●メンバー構成は●

　障がいのある人々に寄り添った、優しいまちづ

くりをお願いします。

●議会に一言お願いします●
　視覚障がい者の人の役に立ちたい、何か寄り

添うことができればと始めました。

●活動を始めたきっかけは●

声
の
広
報
み
さ
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

みなさんの声を

たよりにしています。


